
学校の働き方改革について

～学校の働き方改革で質の高い教育の実現を!!
子どもと教職員のウェルビーイングの両立～

令和５年度 第１回総合教育会議

○日時：令和５年９月１４日（木）
１５時００分 ～

○場所：８階大会議室

草津市教育委員会
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説明の内容

１ はじめに

２ 前プラン（H29策定）の評価

３ 新プランの基本的な考え方

４ 新プランの方向性と主な取組
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説明の内容

１ はじめに

２ 前プラン（H29策定）の評価

３ 新プランの基本的な考え方

４ 今後の方向性と主な取組
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はじめに 前プランの評価
基本的な
考え方

今後の方向性と
主な取組

○新プラン策定の趣旨・背景

社会の急激な変化が進む中、子どもたちが未来において自立的に生き、社会の
形成に参画するための資質・能力の育成がより重要視されている。そのためには、
現状の学校教育の改善や充実が求められている。本市でも令和６年度からのＥＳＤ
の全市的取組と一人一台端末を活用した協働学習ソフト、ＡＩドリルなどさらなる
ＩＣＴ教育の充実を図ることとしている。加えて、近年の社会情勢の大きな変化に
伴い、学校が抱える課題は複雑化・多様化し、学校に求められる役割も増大してい
る。また、学校だけでは解決できない課題も増えている。
このような中、教員の勤務実態について批判されるなど教員の長時間労働が社会

問題化し教員自らのやりがいや健康に悪影響を及ぼしており学校における働き方改
革が急務である。この問題を解決するために、学校現場からの意見も踏まえながら、
「学校業務改善プラン」を全面的に見直し学校の業務改善を進めていく。

１ はじめに
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説明の内容

１ はじめに

２ 前プラン（H29策定）の評価

３ 改善プランの基本的な考え方

４ 今後の方向性と主な取組
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２ 前プランの評価
はじめに 前プランの評価

基本的な
考え方

今後の方向性と
主な取組

○これまでの取組内容
教育委員会が主体となって行う６カテゴリー、20事項からなる
本市独自の多岐にわたる取組

（１）業務環境の改善
（２）チーム学校の推進
（３）ボランティアの活用促進
（４）市から学校へ依頼する業務の見直し
（５）部活動の見直し
（６）学校運営体制の強化
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はじめに 前プランの評価
基本的な
考え方

今後の方向性と
主な取組○これまでの取組内容

（１）業務環境の改善
①校務支援システムの活用促進

・出席簿や指導要録の作成、成績処理等の各種校務を行う校務支援システムを整備
②総合教材ポータルサイト「たび丸ねっと」の活用促進
・教職員が作成した優れた教材や指導案などの電子媒体を登録することにより、他
の学校の教職員も自由にアクセス、ダウンロードすることができる総合教材ポー
タルサイト「たび丸ねっと」を整備

③学校徴収金会計業務の適正化
・各校ごとに差異のあった学校徴収金の会計処理のルールを統一

④学校事務の共同実施の推進
・他の学校に配置されている事務職員とチームを作り、共同作業で事務処理を実施

⑤各校における会議の効率化の推進
・全教職員に配備されている校務用パソコンを活用し、会議のペーパーレス化

⑥教育委員会における勤務実態の把握・休暇取得の促進
・教育委員会でも各校における勤務実態を把握し、業務改善の更なる推進に活用
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はじめに 前プランの評価
基本的な
考え方

今後の方向性と
主な取組

（１）業務環境の改善

○

○

△

◎

◎

①校務支援システムの活用促進

②総合教材ポータルサイト「たび丸ねっと」の活用促進

③学校徴収金会計業務の適正化

④学校事務の共同実施の推進

⑤各校における会議の効率化

⑥教育委員会における勤務実態の把握・休暇取得の促進 △

○これまでの取組内容

◎：十分成果がある。
○：概ね成果がある。継続・充実していく。
△：改善の必要がある。
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はじめに 前プランの評価
基本的な
考え方

今後の方向性と
主な取組○これまでの取組内容

（２）チーム学校の推進業務環境の改善

①県による配置を上回る教員やスタッフの配置

・少人数指導やいじめなどの問題行動への対応等を図るため、県費による配置に加
え、市費でも教員やスクールソーシャルワーカーを配置

②市費によるスタッフの配置
・学校司書、看護師、ALT（外国語指導助手）、JTE（日本人英語指導助手）、ICT支
援員、教室アシスタント、インクルーシブサポーター、学校図書館運営サポー
ター等のスタッフを配置

③養護教諭不在時の学校支援システムの構築
・養護教諭不在時に、あらかじめ教育委員会に登録されている養護教諭免許保持者
または看護師免許保持者を学校に派遣
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はじめに 前プランの評価
基本的な
考え方

今後の方向性と
主な取組

（２）チーム学校の推進

①県による配置を上回る教員やスタッフの配置

②市費によるスタッフの配置

③養護教諭不在時の学校支援システムの構築

○

○

◎

○これまでの取組内容

◎：十分成果がある。
○：概ね成果がある。継続・充実していく。
△：改善の必要がある。
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はじめに 前プランの評価
基本的な
考え方

今後の方向性と
主な取組○これまでの取組内容

（３）地域住民によるボランティア活動の促進

①地域住民によるボランティア活動の促進

・学校と地域をつなぐパイプ役である地域コーディネーターが中心となり、ボラン
ティアの募集や必要な学校支援活動の調整を行い、地域住民によるボランティア
活動を促進

②学生ボランティア派遣システムの構築
・教育委員会で登録制のボランティアバンクを作り、教職への関心や社会貢献への
意欲がある学生にも学校支援活動に参加
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はじめに 前プランの評価
基本的な
考え方

今後の方向性と
主な取組

（３）地域住民によるボランティア活動の促進

△

◎

①地域住民によるボランティア活動の促進

②学生ボランティア派遣システムの構築

○これまでの取組内容

◎：十分成果がある。
○：概ね成果がある。継続・充実していく。
△：改善の必要がある。
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はじめに 前プランの評価
基本的な
考え方

今後の方向性と
主な取組○これまでの取組内容

（４）市から学校へ依頼する業務の見直し

①教育委員会から学校への調査依頼の見直し

・教育委員会独自の調査依頼について精査を行い、必要性の乏しいものは廃止
②教育委員会が主催する会議・研修の見直し
・教育委員会が主催する会議や研修について精査を行い必要性の乏しいものは廃止

③教育委員会以外の市の部局等から学校への依頼の精選・工夫
・教育委員会から各部局に対して、依頼内容を必要最小限にすることや、教職員の
負担軽減を念頭においた依頼方法の工夫（例：全児童生徒への配布物の配布依頼
の場合、クラスごとに仕分けをした上で送付する）を要請

④学校への連絡等を行う時間帯等の配慮
・教育委員会から学校への電話連絡や訪問は、定時内に行うことを原則
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はじめに 前プランの評価
基本的な
考え方

今後の方向性と
主な取組

（４）市から学校へ依頼する業務の見直し

○

①教育委員会から学校への調査依頼の見直し

②教育委員会が主催する会議・研修の見直し

③教育委員会以外の市の部局等から学校への依頼の精選・工夫

④学校への連絡等を行う時間帯等の配慮

○

○

○

○これまでの取組内容

◎：十分成果がある。
○：概ね成果がある。継続・充実していく。
△：改善の必要がある。
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はじめに 前プランの評価
基本的な
考え方

今後の方向性と
主な取組○これまでの取組内容

（５）部活動の見直し

①部活動休養日や活動時間の検討

・部活動を行わない日（休養日）を設定するとともに、放課後や休日の活動時間に
ついても検討

②運動部活動指導員派遣システムの構築
・学校の申し出に基づき、草津市体育協会で設立する人材バンク（各種競技におい
て専門的な指導ができる地域の人材や学生を登録）から指導者を派遣する仕組み
を構築
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はじめに 前プランの評価
基本的な
考え方

今後の方向性と
主な取組

（５）部活動の見直し

○

○

①校活動休養日や活動時間の検討

②運動部活動指導員派遣システムの構築

○これまでの取組内容

◎：十分成果がある。
○：概ね成果がある。継続・充実していく。
△：改善の必要がある。
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はじめに 前プランの評価
基本的な
考え方

今後の方向性と
主な取組

○これまでの取組内容

（６）学校運営体制の強化

①コミュニティ・スクールくさつの推進

・コミュニティ・スクールくさつにおいて、ボランティアの活用による学校支援体
制の整備や各校における業務改善の取組などについて取り上げ、家庭・地域の協
力を得ることにより、学校運営体制の強化

②学校問題サポートチームの活用
・弁護士や社会福祉士を含めたサポートチームを活用し、専門性に基づく助言・指
導を受ける

③教職員のタイムマネジメント力の向上
・教育委員会が行う研修等を通じて、教職員のタイムマネジメント力の向上を図る

17



はじめに 前プランの評価
基本的な
考え方

今後の方向性と
主な取組

（６）学校運営体制の強化

①コミュニティ・スクールくさつの推進

②学校問題サポートチームの活用

③養教職員のタイムマネジメント力の向上

○

△

○

○これまでの取組内容

◎：十分成果がある。
○：概ね成果がある。継続・充実していく。
△：改善の必要がある。
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○現状と実態

「学校は楽しい」「授業はわかりやすい」と回答した児童生徒の割合

はじめに 前プランの評価
基本的な
考え方

今後の方向性と
主な取組
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「児童生徒アンケート」より
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○現状と実態
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月４５時間を超える教職員の割合 月８０時間を超える教職員の割合

はじめに 前プランの評価
基本的な
考え方

今後の方向性と
主な取組

コロナによる休校
コロナによる休校

20



○現状と実態 年次有給休暇取得日数（平均） はじめに 前プランの評価
基本的な
考え方

今後の方向性と
主な取組
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２ 前プランの評価
はじめに 前プランの評価

基本的な
考え方

今後の方向性と
主な取組

「業務環境の改善」や「チーム学校の推進」により、業務の効率化を図
ることができ教職員の負担軽減につながっている。一方、近年の社会情勢
の大きな変化に伴い、学校が抱える課題は複雑化・多様化し、学校に求め
られる役割も増大し、学校だけでは解決できない課題も増えている。ま
た、令和２年度から４年度の新型コロナウイルス感染症の拡大への影響も
あり、教職員の長時間労働は解消されておらず、取組は道半ばであると言
わざるを得ない。
この状況を踏まえ、教職員が誇りややりがいを感じ、健康でいきいきと

勤務することができるよう、引き続き学校における働き方改革を推進する
ことが急務である。
「草津市業務改善プランを」を改定し、「子どもが輝く教育のまち 出会
いと学びのまち くさつ」の実現に向け、各種取組を進めていく。
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説明の内容

１ はじめに

２ 前プラン（H29策定）の評価

３ 新プランの基本的な考え方

４ 今後の方向性と主な取組
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子どもの表情に、学ぶ笑顔が
満ちあふれる学校に！

先生が生き生きと
日々の授業に楽しく
立ち向かえる学校に！

保護者・地域が信頼と安心の目で
見つめる学校に！

子どもと教職員のウェルビーイングの両立

はじめに 前プランの評価
基本的な
考え方

今後の方向性と
主な取組

学校の働き方改革で質の高い教育の実現を!!
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はじめに 前プランの評価
基本的な
考え方

今後の方向性と
主な取組３ 新プランの基本的な考え方

○計画期間：R6～R8 ＜３年間＞
○目標

□児童・生徒の意識
①「学校は楽しい」「授業がわかりやすい」と回答する児童・生徒の割合の増加

□教職員の意識
②「やりがいがある」「職場は働きやすい」「幸せである」と回答する
教職員の割合の増加

□超過勤務
③月80時間（年間960時間）を超える教職員
R4年度実績： 8.8％ ⇒ ０ ％

④月45時間（年間540時間）を超える教職員
R4年度実績：44.9％ ⇒ 減少

□年次有給休暇
⑤R3年実績：小学校 13.9日 ⇒ 14日以上

中学校 11.6日 ⇒ 14日以上
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説明の内容

１ はじめに

２ 前プラン（H29策定）の評価

３ 改善プランの基本的な考え方

４ 新プランの方向性と主な取組
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はじめに 前プランの評価
基本的な
考え方

今後の方向性と
主な取組

１：教職員の意識改革

２：学校運営の見直しとさらなる業務の効率化

３：部活動の見直し

４：多様な人材の活用と人材確保の体制づくり

５：ICTの有効活用

４ 新プランの方向性と主な取組
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はじめに 前プランの評価
基本的な
考え方

今後の方向性と
主な取組

１：教職員の意識改革

①管理職の正しい認識とリーダーシップの発揮
・単なる教職員の負担軽減ではなく、子どもにウェルビーイング
・教職員への指導・支援
・校務分掌に「働き方改革推進委員」を位置づける
・ストレスチェックの活用

②研修会の実施
・働き方改革推進委員を中心とした研修の充実

４ 新プランの方向性と主な取組
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はじめに 前プランの評価
基本的な
考え方

今後の方向性と
主な取組１：教職員の意識改革

令和５年度管理職研修会 R5.8.7

ICT活用など、だいたいの方策はできているが、一番難しいのは、職員の意識を
高めることだと思う。トップダウンだけでなく、職員全体話し合っていいきた
い。

業務改善アンケートや聞き取りを実施し、推進チームをつくりたい。

本校はすでに色々取り組んでいるのですが、これ以上どこをどうしていけばよい
のか困っていました。あとは、地域や保護者への理解をどう進めるかが、大きな
課題の一つです。少しでも進めていきたい。

『枚方市教育委員会「働き方改革」の先進的な取組について』 研修後の感想
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はじめに 前プランの評価
基本的な
考え方

今後の方向性と
主な取組

２：学校運営の見直しとさらなる業務の効率化

①日課表の見直し
◇「４０分授業午前５時間制の実施」＜小学校＞

○東京都目黒区立学校の特色ある教育課程の取組
・集中力の高い午前中に行う５単位時間の授業
・「早寝・早起き・朝ごはん」を習慣化
・生み出した放課後の子どもと教職員の
ゆとりの時間の確保

⇒『午前５時間制草津プラン』（仮称）の実施
・「学びの午前」「活動の午後」「ゆとりの放課後」の位置づけ
・質の高い授業の実施

４ 新プランの方向性と主な取組
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はじめに 前プランの評価
基本的な
考え方

今後の方向性と
主な取組２：学校運営の見直しとさらなる業務の効率化 ①日課表の見直し

東京都目黒区立学校の特色ある教育課程の取組

○ 児童の集中力の高まりを感じる。

○放課後の時間で、授業研究、授業づくりが十分で
きる。

○丁寧に説明することで、家庭と地域と共有しなが
ら進めることができた。

△45分に慣れた教員の理解を得ること、カリキュラ
ムの見直し作業の大変さから導入することにため
らいがあった。
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はじめに 前プランの評価
基本的な
考え方

今後の方向性と
主な取組２：学校運営の見直しとさらなる業務の効率化 ①日課表の見直し

8:00～8:15 登校

8:20～8:30 朝の会・健康観察

8:30～9:10 １時間目

9:15～9:55 ２時間目

10:00～10:40 ３時間目

10:40～10:55 長休み

11:00～11:40 ４時間目

11:45～12:25 ５時間目

12:25～13:05 給食

13:10～13:25 そうじ

13:25～13:45 昼休み

13:50～14:10 学習タイム

14:10～14:20 帰りの会・下校

14:20～14:50 ６時間目

14:50～15:00 帰りの会・下校

～8:20 登校

8:25～8:40 朝学習

8:40～8:50 朝の会・健康観察

8:50～9:35 １時間目

9:40～10:25 ２時間目

10:25～10:40 長休み

10:45～11:30 ３時間目

11:35～12:20 ４時間目

12:20～13:00 給食

13:05～13:20 そうじ

13:20～13:40 昼休み

13:45～14:30 ５時間目

14:30～14:40 帰りの・下校

14:35～15:20 ６時間目

15:20～15:30 帰りの会・下校

現行 午前５時間制

◇下校時刻 低学年：14:20 中・高学年：15:00◇下校時刻 低学年：14:40 中・高学年：15:30

40分×５時間

「午前５時間制草津プラン」
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はじめに 前プランの評価
基本的な
考え方

今後の方向性と
主な取組２：学校運営の見直しとさらなる業務の効率化 ①日課表の見直し

8:00～8:15 登校

8:20～8:30 朝の会・健康観察

8:30～9:10 １時間目

9:15～9:55 ２時間目

10:00～10:40 ３時間目

10:40～10:55 長休み

11:00～11:40 ４時間目

11:45～12:25 ５時間目

12:25～13:05 給食

13:10～13:25 そうじ

13:25～13:45 昼休み

13:50～14:10 学習タイム

14:10～14:20 帰りの会・下校

14:20～14:50 ６時間目

14:50～15:00 帰りの会・下校

40分×５時間

「午前５時間制草津プラン」

学
び
の
午
前

活
動
の
午
後

５分の短縮
👇

ICT機器の活用

＜スクールESDくさつ＞
生活科・総合的な学習の

時間の充実

ゆとりの放課後

児童の集中力の高まり

基礎・基本の定着を図る

授業準備の充実
校内研究・研修の充実

児童の情報共有と
支援等の検討
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はじめに 前プランの評価
基本的な
考え方

今後の方向性と
主な取組

２：学校運営の見直しとさらなる業務の効率化

②通知表を３回⇒２回へ
・通知表を年２回（９月、３月）に削減

③家庭訪問を学校での個別懇談・面談へ
・家庭訪問について見直し、学校での個人懇談・面談に変更

④チーム担任制の検討
・学級担任事務の分担

４ 新プランの方向性と主な取組
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はじめに 前プランの評価
基本的な
考え方

今後の方向性と
主な取組

３：部活動の見直し
①部活動の地域移行の検討
・部活動指導員、支援員の増員
・人材バンクのさらなる活用

②休養日の増加
・週２日から３日へ
（例）第１・３の休日は休養日
・シーズンオフの部活動時間の縮小
・定期試験前の「部活動停止期間」の延長

４ 今後の方向性と主な取組
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はじめに 前プランの評価
基本的な
考え方

今後の方向性と
主な取組３：部活動の見直し ②休養日の増加

平日の勤務時間外の指導は負担ですか 休日の指導は負担ですか

やや負担
である

R4 草津市立中学校 教員
部活動に関するアンケートより

そう思う 49.6%

ややそう思う 34.5%

ややそう思わない 8.8%

そう思わない 7.1%

そう思う 59.3%

ややそう思う 23.1%

ややそう思わない 8.8%

そう思わない 8.8%

教職員
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はじめに 前プランの評価
基本的な
考え方

今後の方向性と
主な取組３：部活動の見直し ②休養日の増加

平日の部活動の活動時間について 休日の部活動の活動時間について

やや負担
である

R4 草津市立中学校 生徒
部活動に関するアンケートより

やや負担
である

長い 17.0%

やや長い 22.7%

ちょうどよい 46.5%

やや短い 7.7%

短い 6.2%

長い 7.0%

やや長い 12.0%

ちょうどよい 44.5%

やや短い 20.2%

短い 16.4%

生徒
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はじめに 前プランの評価
基本的な
考え方

今後の方向性と
主な取組３：部活動の見直し ②休養日の増加

テスト前の部活動停止期間について 冬季の部活動を停止することについて

やや負担
である

R4 草津市立中学校 生徒
部活動に関するアンケートより

やや負担
である
やや負担
である

賛成である 31.7%

やや賛成である 12.8%

わからない 19.0%

やや反対である 14.2%

反対である 22.3%

長い 10.8%

やや長い 9.4%

ちょうどよい 42.8%

やや短い 18.4%

短い 18.6%

生徒
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はじめに 前プランの評価
基本的な
考え方

今後の方向性と
主な取組

４：多様な人材の活用と人材確保の体制づくり
①SSWの常駐、SCの適正配置
②通常学級の支援員（特別支援学級に在籍相当の児童生徒）
③弁護士による教職員サポート体制の充実
・学校問題サポート会議の充実

④教頭マネジメント支援員の配置
・元管理職等の活用

⑤スクールサポートスタッフ等支援員の増員
・各校１名の支援員（免許不要）の配置

⑥（仮称）人材バンクの設置
・市独自の非常勤講師等の募集
・支援員の募集
・新たな人材の確保、ペーパーティーチャーの発掘

⑥学校ボランティア制度
・学生ボランティアの拡大

４ 新プランの方向性と主な取組
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はじめに 前プランの評価
基本的な
考え方

今後の方向性と
主な取組４多様な人材の活用と人材確保の体制づくり⑤人材バンクの設置

市独自の非常勤講師等の募集
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はじめに 前プランの評価
基本的な
考え方

今後の方向性と
主な取組４多様な人材の活用と人材確保の体制づくり⑤人材バンクの設置

○市独自の募集ポスターの作成
👇

・近畿圏内の大学に掲示
・市内
まちづくりセンターに掲示

○市独自の「PR動画」の作成
（草津YouTubeチャンネル）

兵庫県川西市

滋賀県
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学習支援ボランティアの募集について（お願い）

南笠東小学校保護者様
校区にお住まいの皆様

校長
PTA会長
コミュニティスクール南笠東委員長

３者の連名で

①環境美化・修繕
②図書館運営
③学校安全・学習支援

⑥学校ボランティア制度
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はじめに 前プランの評価
基本的な
考え方

今後の方向性と
主な取組

５：ICTの有効活用

①「情報共有アプリ」と「ホームページ管理システムCMS」の運用
＜R5.8.28～ ＞

・おたよりのペーパレス化 ⇒ 印刷・配布業務の削減
・アプリからの欠席・遅刻・早退連絡
⇒ 始業前の多忙時における電話取次の解消

・アンケートの集計作業の自動化・効率化
・生成AIの活用による文書作成時間の削減＜検討＞

②出退勤システムの更新
・出退勤と年休・時休、出張などの管理の一元化

４ 新プランの方向性と主な取組

タイムカード
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１：教職員の意識改革
①管理職の正しい認識とリーダーシップの発揮
②研修会の実施

学校の働き方改革で質の高い教育の実現を!!

子どもと教職員のウェルビーイングの両立

２：学校運営の見直しとさらなる業務の効率化
①日課表の見直し
②通知表を３回⇒２回
③家庭訪問を学校での個別懇談・面談へ
④チーム担任制

３：部活動の見直し
①部活動の地域移行の検討
②休養日の増加

４：多様な人材の活用と
人材確保の体制づくり

①チーム学校の推進
②教頭マネジメント支援員の配置
③弁護士による教職員サポート体制の充実
④スクールサポートスタッフ等支援員の増員
⑤（仮称）人材バンクの設置
⑥学校ボランティア制度

５：ICTの有効活用
①「情報共有アプリ」と
「ホームページ管理システムCMS」の運用

②出退勤システムの更新
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市長・教育長の教育にかける“あつい思い”

「まちづくりは人づくり」 「教育は国家１００年の大計」

「草津市の未来、日本の未来を担うのは子どもたち
であり、教育の充実こそが未来への投資である」

第６次草津市総合計画第３期草津市教育振興基本計画
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